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はじめに

今回は，2006年1月から2006年12月までに新たに生息が確認されたり，目撃された種あるいは前報

（久居， 2006）までに記録がもれた種について報告する。稀種については「動植物目録」 （国立科学

博物館附属自然教育園， 1984）中で， r ：“稀’＼または（ r ）：“古い記録はあるが，現在未確認の

種”とされている全ての種を対象にしたが，これら以外にも最近特に個体数や目撃記録が著しく減少

した一部の種も対象とした。

なお，日付は目撃あるいは捕獲した西暦年月日を，以下目撃または捕獲地点（図 1参照）および目

撃者，捕獲者名をそれぞれ示し，氏名のない場合は筆者の記録によるものを示す。

本報告をまとめるにあたって，日頃より種々のご教示を賜っている大野正男東洋大学名誉樹受，同

定をしていただいた名城大学の有田 豊教授，国立科学博物館動物研究部の大和田守博士，同小野展

嗣博士，同篠原明彦博士，また，日頃より貴重な情報を提供してくださった下記の方々に感謝の意を

表する次第である（50音順，敬称略）。

飯田晋一郎（SI)，大津陽一郎（YO），神森芳行（YK），加藤武久（TK），桑原香弥美（KK），三枝近志

(CS），須田研司（KS），福田盛明（MF），矢野 亮（MY），吉井三恵子（MYO），吉野由美子（YY），若

松克己（KW)

1 .追録

節足動物門 A同hropoda

クモ綱 Arachnida

スズミグモ Cyrtophora moluccensis (Doleschall) （クモ目コガネグモ科）

2006.8.9 路傍植物園 l♀ 小野展嗣氏同定

正門に近い路傍植物園の約 3mの高さの木立に網を張っている個体を捕獲した。

本種は色彩変異が大きく（千国， 1989），捕獲された個体は腹部背面が一様に赤茶色で複雑な斑紋

＊国立科学博物館附属自然教育園， Institutefor Nature Study, National Museum of Nature and Science, Tokyo 
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図1 自然教育園概略図

は目立たなかった。網は直径30～80cmのドーム型で，日当たりのよい樹聞に張る（八木沼，1986；千

国， 1989）。

本種は南方系で本来は本弁｜南部以西に生息するが，温暖化の影響によって最近では埼玉県の武蔵丘

陵森林公園（小野，私信）や千葉県（千葉県史料研究財団， 2003）でも記録されている。しかし，皇

居および赤坂御用地では来記録である（小野， 2000, 2005, 2006）。

甲殻綱 Crustacea

ヌカエど Paratyacompressa improvisa Kemp （エビ目ヌマエビ科）

記録がもれていた種である。2004年および2005年に圏内の水系を淡諜したおりに，水鳥の沼やイモ

リの池，ひょうたん池から多くの個体が保護された。

本亜種が愛知県（太平洋側）～新潟県（日本海側）以北に分布するのに対して，近似車種のヌマエ

ビ Paratyacompressa compressaは南方系で、本亜種の分布域以南に生息する（三宅， 1982）。

昆虫綱 lnsecta

ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni (S申1oret) （カメムシ目サシガメ科）

2006.6.6 水生植物園i11.25森の小道（KW)
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本種は温暖化による影響でいずれは本園にも侵入することが予測されていた。本種は晩秋にサクラ

などの樹幹で樹皮の裂け目などにもく守って 5齢幼虫で集団越冬することが知られている。そのため，

2004年12月に大野正男氏と圏内に生育するサクラの樹幹を調べたが，この時は越冬幼虫を発見できな

かった。このような状況から，今回見つかった成虫はおそらく 2005年の秋に幼虫が侵入し，春に羽化

した個体と推測される。上記の11月25日の記録は1個体ではあるが越冬直前の5齢幼虫が見つかった

ものでら，本種はし、ずれは圏内に定着すると考えられる。このほか，筆者は2004年11月7日に東京都八

王子市の片倉城跡公園で越冬幼虫を観察している。

大野（1991）によれば，本種は帰化昆虫の一種で，日本では1928年の進士織平の宮崎県からの記録

が最初と考えられ，その後1950年代までに九州各地に，1991年には中国 ・四国 ・近畿にまで分布を広

げているとしづ。そして，最近は茨城県北部（庚瀬， 1998）など関東地方でも広い地域で記録され

（大野，私信），さらに，離島の八丈島（八木下，1994）で、も見つかっている。

コノハチョウ Kallima inachus euce陀 GFruhst刀rfer （チョウ目タテハチョウ科）

1979.7.27 ひょうたん池付近 1♂

記録がもれていた種である。本園職員の萩原氏が捕獲した新鮮な個体の標本が残されている。麹な

どの状態から南方から飛来したいわゆる“迷蝶”とは考えられず，放蝶あるいは飼育個体の逸出と考

えられる。本種は沖縄本島 ・石垣島 ・西表島に分布する（福田ほか， 1983）。

オオミノガ Eumeta japonica (Heylaerts) （チョウ目ミノガ科） （図2)

2006.3.12 教育管理棟前

ソメイヨシノの枝に付いていた蓑が 3個見つかった。

本種は日本ではもっとも大型のミノガで，以前は市街地の街路樹などの枝先についているのが時々

見られた。食餌植物はカキ ・ウメ ・プラタナス ・クリ ・サクラなど多岐にわたり，時にはかなりの食

害がある（奥野ほか， 1977；井上， 1982）。老熟幼虫で越冬し， 翌春そのまま蓑の中で摂食せずに踊

化する（井上， 1982）。分布は本州～九州｜・ 南西諸島である。

本種は1990年代の半ばから，東京や大阪 ・福岡など各地の都市で激減する現象が知られ，その原因

は帰化種のオオミノガヤドリパエ Nealsomyia叫fellaの寄生が大きいことが明らかにされている（山

本ほか， 1998；新津， 2006；三枝， 2006；山本 ・金沢，2006）。

セミヤドリガ Epipomponian仰 ai(Dyar) （チョウ目セミヤドリガ科） （図3)

2006.8.11 正門前 KK 大和田守氏同定

正門前のケヤキに止まっていたセミ（ヒグラシまたはツクツクボウシのいずれか）が飛朔したさい

にセミの体から落ちた幼虫を桑原氏が飼育し，8月25日に羽化したものである。

大串（1987）によれば初期の幼虫は胸部と腹部の境目に出現し，成長するにつれて腹部の先の方に

移動し， 5齢になると白蝋物質を分泌して腹面以外の体表面を覆い，成熟した幼虫は寄主から離れて

糸を吐いて地上に降り，白蝋物質で繭を作り，その中で踊化する。幼虫期間は約2週間，踊期は8～

15日である。寄主はヒグラシやアブラゼミなど6種が知られているが，その中でもヒグラシへの寄生

が圧倒的に多い。
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野外で繭が作られる場所はヒノキやスギの幹の樹皮上が約50%でもっとも多く，次いで林内に落ち

ている枝や葉が33%，下草と低木の校や業がそれぞれ7～8%である（須知 ・石井，1986）。

圏内での分布は本州・ 四国 ・九州で，東京では赤坂御用地および皇居（大和田ほか， 2005, 2006) 

で、も見つかっている。

ヒロヘリアオイラガ Parasalepida (Cramer) （チョウ目イラガ科）

2006.8.24 水鳥の沼付近 KK;10.14 正門付近 KK

いずれも幼虫の記録である。本種も暖地性の穏で，近年の温暖化によって北上しつつある。皇居で

は見つかっていないが，埼玉県（埼玉昆虫談話会，1999）や千葉県（千葉県史料研究財団， 2003）で

は記録されている。

本種は中国 ・インド ・セイロンなどに分布し，日本では1921年に鹿児島市で初めて発見された移入

種と考えられている（宮田，1983）。しかし，その後は全く記録が途絶えたものの1960年に鹿児島市

で再発見されて以来街路樹や庭木についたものが人為的運ばれて分布を広げたと考えられ，1979年頃

には九州や倉敷市，関西各地などに分布が拡大した（宮田，1983）。そして， 1977年頃から西日本を

中心に発生が目立ちはじめ，現在は太平洋側が東海地方（佐藤，1987),日本海側は富山県（根来，

1992）まで分布が広がっている。

幼虫はサクラやナンキンハゼ ・クスノキなど種々の樹木の葉を食べ（宮田， 1983), 大阪ではサク

ラの大木が丸坊主になったという（中臣，1987）。

ハラアカハキリパチャドリ Euaspis basalis (Ritsema) （ハチ目ハキリパチ科）

2006.8.27 武蔵野植物園篠原明彦氏同定

本種はオオハキリパチとネジロハキリパチに労働寄生することで知られ，完成した寄主の巣を破っ

て侵入すると，全独房内の寄主の卵を自分の卵と交換し，その後各房を修理して閉塞する。そして，

この改造労働に従事しているあいだ，蜂は寄主の巣から数日間は外に出てこない。さらに，本種が上

記のハキリパチに寄生するのは，これらの巣が修復可能な樹脂を材料にして作られているからである

（岩田， 1978,1980, 1982）。

圏内での分布は本州 ・四国 ・九fi'Iである（平嶋， 1965）が，ヤニハナパチに寄生して東南アジアか

ら北上しているという（岩田， 1982）。

クロベツコウハナアブ、 防lucellanigricans Coquillett （ハエ目ハナアブマヰ）

2006.9.15 水生植物園

本種はハナアブ類としては大型で、，体長は約20mmある。今回は，水生植物園に設置したスズメパ

チ用のトラップで捕獲された。都区内では皇居でも記録されており，幼虫はクロスズメパチの巣下の

土の中から発見され，地下か樹洞に営巣されたスズメパチ類の巣がなければ本属の種は生息できない

という（大原，2000）。また，大石（1998）によれば本種を含むベッコウハナアブ属の幼虫はスズメ

パチやマルハナパチなどの巣に生息し，ハチの蛸や死骸などを食べて育つとしづ。

圏内での分布は本州・ 九州、｜である（枝重， 1965）。



久居：自然教育園の動物目録の追録と稀種動物の目撃記録（17) 一5一

2.稀種の記録

(1） 昆 虫 類

オオアオイトトンボ lestes temporalis Selys （トンボ目アオイトトンボ科）

2006.11.24 水生植物園 5exsKS 

最近急激に減少しているが， 今回はかなり遅い時期ではあるが複数個体が見られた。水ぎわに樹木

が生育する池沼に生息し，雌は水面上に張り出した枝の樹皮下に産卵する。

ヤブヤンマ Polycanthagy叩 melanictera(Selys) （トンボ目ヤンマ科） （図4)

2006.6.14 イモリの池 TK;8.7 TK 

以前はまれで、あったが，最近はしばしば目撃されるようになった（須田， 2002；久居， 2004）。今回

はイモリの池で水ぎわ近く のコケ類に産卵しているのが見られた。武蔵野植物園の小池で羽化したば

かりの個体の脱皮殻が見つかったこともあり （久居， 1990），圏内で繁殖していると考えられる。

マノレタンヤンマ Anaciaeschna maltini (Selys) （トンボ目ヤンマ科）

2006.8.20 水生植物園 4exsKS

2001年に初めて記録され，それ以後まれに見られる。

ノ、ラビロ トンボ Lyriothemis pachygastra (Selys) （トンボ目トンボ科） （図5)

2006.7.14 水生植物園 1♂ TK

本種は1952年に発行された「昆虫目録」 （鶴田ほか，1952）に収録されているが，その後全く記録

が途絶えていた トンボの一種で 1974年から1977年まで、長期にわたって徽密に行われたトンボ類の調

査で、も見つからなかった（頼，1975, 1978）。

本種は平地や丘陵地の水生植物が繁茂する湿地などに生息し，幼虫は水生植物の根ぎわや水底の堆

積物の下などにいる（浜田 ・井上， 1985；石田ほか， 1988）。

圏内では北海道南端から種子島まで離島を含め各地に分布するが，都区内にある大規模な緑地でも

記録は少ないようで，皇居や赤坂御用地などでEも見つかっていなし、（斉藤ほか，・2005）。

チョウトンボ RhyothemisルliginosaSelys （トンボ目トンボ科） （図6)

2006.7.30 水生植物園 lexYK; 7.31 水生植物園 lexKK; 8.20 水生植物園 KS

圏内ではまれに飛来個体が見られ， 2004年から毎年記録されている（久居， 2005, 2006）。本国に

比較的近い皇居では，年によって多少のちがし、はあるがかなりの個体数が見られることから（斉藤ほ

か，2006）， 一部の個体が皇居から飛来する可能性もある。

トノサマバッタ Locus/a migratoria (Linnaeus) （バッタ目バッタ科） （図7)

2006.10.19 水生植物園 lexYK 

本種も1952年に発行された「昆虫目録」 （鶴岡ほか， 1952）に収録されているが，その後の記録は

なく， 1998年から2000年まで行われた生態系特別調査でも見つからなかった（山崎， 2001）。

かつては都内の草地でも比較的よく見られた普通種で，都心から離れた江東区などでは現在でも生
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息している緑ー地もある（ネイチャーリーダー協議会，2003）。 しかし，都心およびその周辺地域では

1965年ごろから減少したと考えられ（品田， 1974），皇居（山崎， 2000）や新宿御苑（自然環境研究

センター， 2003）では記録されていない。

セアカツノカメムシ Acanthosomadenticaudum Jakovlev （カメムシ目ツノカメムシ科）

2006.8.3 水生植物園 lex

ツノカメムシ類は圏内でまれに見られる。

クマゼミ Cryptotympana facialis (Walker) （カメムシ目セミ科）

2006.8.10 正門前 lex;8.11 正門前 lex;8.31 路傍植物園 lexMY; 9.3 正門前 lex，水生植物園

lex 

ツマグロスケパ Orthopagus lunulifer Uhler （カメムシ目テングスケパ科） （図8)

2006.8.18 YK. 

特に珍しい種ではないが，本園での目撃例は少ないので記録しておく。分布は本州 ・四国 ・九州で，

秋にアカメガシワなどの樹木上で見られる（宮武， 1977)。

ヒナカマキリ Amantis nawai Shiraki （カマキリ目カマキリ科）

2006.7.13 現業舎付近 KK

本種は時々，圏内の林床をすばやく歩いているのが見られる。

ジャコウアゲハ Byasaalcinous (Klug) （チョウ目アゲ、ハチョウ科）

2006.9.20 水生植物園 l♀ KS

本種は2004年にも正門前で、見つかっている（久居， 2005）が，圏内で発生する可能性はない。本園

に比較的近い皇居では，毎年多くの個体数が発生していることから（久居ほか， 2000, 2006），一部

の個体が皇居から飛来する可能性がある。なお， 8月20日にも目黒駅前で本種の雌が目撃されている

（須田，私信）。圏内での記録ではないが参考までに挙げておく。

キアゲハ Papilio machaon hippocrates C. et R. Felder （チョウ目アゲ、ノ、チョウ科）

2006.4.20 食草園付近 lexMY: 8.11 正門付近 lex・ 9.21 水生植物園 lexMY 

本種はふつう水生植物園でよく見られ，上記のような場所での記録はまれである。

モンキアゲハ Papiliohelenus nicconicolens Butler （チョウ目アゲ、ハチョウ科）

2006.5.12 正門前 lexMY; 5.17 正門前 lex;5.21 正門付近 lex;9.7 武蔵野植物園付近 MY

オナガアゲハ Papiliomacilentus Janson （チョウ目アゲハチョウ科）

2006.9.28 水生植物園 l♂

ここ数年まれに見られる。おもな食自同宣物のミカン科のコクサギは圏内にふつうに生育している。
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ナガサキアゲハ Papiliomemnon thunbergii von Siebold （チョウ目アゲ‘ハチョウ科） （図9,10)

2006.5.11 正門前 l♀ MY;5.21路傍植物園 1♂ KS，あずまや付近 l♂ KS;7.9 正門前 1♂ 1

♀（交尾）， 正門前 l♂， 7.13 教育管理棟付近 l♀ KK;7.19正門前 10¥7.30 正門前 1♂； 8.1武蔵

野植物園付近 l♂ TK;8.3 正門前 l♂； 8.11 正門前 l♂； 8.23 イモリの池付近 1♂ SIet YK; 8.24 

正門前 l♂ MY;8.27建物跡地 l♀ MY;9.2 正門前 l♂，食草園 l♂ MY;9.3 水生植物園 I♂；

9.5水生植物園 1♂； 9.15 水生植物園 l♂，教研跡地 l♂； 9.24 水生植物園 1♂ l♀ KS;9.28食草

園 l♀， 10.26食草園 l♂，水生植物園 1♂ KS

本園では2003年以後毎年見られ（久居，2004)7月 9日には正門前の樹上で交尾しているのが目撃

された。また，食草園ではジョロウグモに捕食されている雌も見られた。以前は雄を目撃する例が多

かったが，今回は雌も比較的よく見られた。

モンキチョウ Colias erate poliographus Motschulsky （チョウ目シロチョウ科）

2006.3.18 建物跡地 lexMY; 6.14水生植物園 l♀； 6.15 水生植物園 l♀ KK;6.29水生植物園 l

♀ CS; 6.30水生植物園 lex;7.1水生植物園 lex;7.27 水生植物園 lex;8.15 武蔵野植物園 lexKK

ここ数年毎年のように目撃される。水生植物園のシロツメクサに産卵しているのが数回目撃されて

おり，わずかながら増えているように思われる。

スジグ、ロシロチョウ Pieris melete (Menetries) （チョウ目シロチョウ科） （図11)

2006.6.25 水生植物園 lexSI 

本種は以前は普通種であり（桜井ほか， 1972), 最近は個体数が少なくなったものの，発生時期に

は時々見られた（久居 ・矢野， 2001）。しかしこの2～3年の聞に急激に減少し，今回見られたの

は上記の記録のみである。皇居でも本種は1996年から2004年まで、比較的ふつう見られたが， 2005年は

わずか1個体目撃されたにすぎない（久居ほか， 2000, 2006）。このように激減した原因は不明であ

るが，今後両地における本種の推移が注目される。

ツマキチョウ Anthocharis scolymus Butler （チョウ目シロチョウ科）

2006.4.1 食草園 MY;4.4教育管理棟前 l♂，建物跡地 2♂，水生植物園 2♂，水生植物園東側湿

地 1♂， 4.6教育管理棟前 1♂，水生植物園 2♂，武蔵野植物園 1♂，建物跡地 1♂； 4.8正門前 l♂；

4.13 正門前 3♂，建物跡地 l♀，水生植物園 3♂ l♀，水生植物園東側湿地 2♂；4.14 正門前 l♂，

建物跡地 l♂ l♀； 4.18 食草園 l♂， 4.19 食草園 l♀，水生植物園 1♀； 4.22 水生植物園 l♀，食

草園 1♂， 4.23 教育管理棟前 1♂，水生植物園 2♂ l♀，教研跡地 l♂ 2♀； 4.28 教育管理棟前 l

♂ l♀，建物跡地 2♂ l♀，教研跡地 1♀；食草園 l♂； 4.30 正門前 1♀； 5.4食草園 l♀， 5.5建物

跡地 l♀，水生植物園 l♀

ここ数年は多くの個体が頻繁に目撃され，前回同様タネツケパナやノ＼ナダイコンに産卵しているの

が見られ，個体群として安定した状態となっている。

ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta de Niceville （チョウ目シジミチョウ科）

2006.2.14 現業舎付近 l♂ KK;6.13水生植物園恥1F;7.27教育管理棟前 lex;8.11 水生植物園 l
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♂；8.27 武蔵野植物園 lex;9.5食草園 l♂； 9.24 水生植物園 1♂i10.8 食草園 lex，建物跡地 lex,

水生植物園 lex，教研跡地 lex;11.7 正門前 1♀

ムラサキツバメ Narathura bazalus turbata (Butler) （チョウ目シジミチョウ科）

2006.8.11 水生植物園付近 1♀ YK;9.15教研跡地 lex;9.24 食草園 l♂ MY，水鳥の沼 lexSI 

個体数は少ないが2002年以後毎年目撃される。

ムラサキシジミ NarathuraJ中onica(Mu汀ay) （チョウ目シジミチョウ科） （図12)

2006.4.22 食草園 lexMY; 8.10森の小道入口 YY;8.20食草園 lex，路傍植物園 4exsKK; 8.27正

門前 lex;9.15 イモリの池 lex;9.21 水生植物園 lex，路傍植物園 4exsMY; 9.24 武蔵野植物園

5exs SI，森の小道入口 5exsSI，イモリの池付近 l♀ YK;10.8食草園 lex;10.18食草園 2exsMY; 

10.22 食草園 2exsMY; 11.4武蔵野植物園 lex

例年よりも複数の個体が目撃される例が多かった。

ミズイロオナガシジミ Antigius attilia (Bremer) （チョウ目シジミチョウ科） （図13)

2006.6.7 武蔵野植物園 YK;6.28建物跡地 lex

本種も毎年のように見られ，圏内で発生しているのは確実である。

アカシジミ Japonica lutea (Hewitson) （チョウ目シジミチョウ科）

2006.5.19 正門前 2exs;5.24正門前 lex;6.6正門前 lex;6.17正門前 lex

2003年以後は毎年目撃されており，圏内で発生しているものと考えられる。

トラフシジミ Rapa/a arata (Bremer) （チョウ目シジミチョウ科） （図14)

2006.4.18 食草園 lex;4.22 食草園 2exsMY; 6.29 水生植物園 lexKK，水鳥の沼 lexCS; 8.3 

イモリの池付近 lexYK

本種も毎年のように見られる。

ベニ、ンジミ Lycaena phlaeas daimio (Matsum町a) （チョウ目シジミチョウ科）

2006.6.20 水生植物園 lex・6.29 水生植物園 lexCS: 8.11水生植物園 lexYK

ここ数年明るく開けた草地でまれに見られる。

テングチョウ Libythea lepita celtoides Fruhstorfer （チョウ目テングチョウ科）

2006.4.6 水生植物園 lex;8.22 建物跡地 lexMY 

最近若干少なくなったように思われる。

アサギマ夕、、ラ Parantica sita niphonica (Moore) （チョウ目マダ、ラチョウ科） （図15)

2006.5.6 森の小道 lexMYO; 5.10 正門前 lexKS，サンショウウオの沢 lexKS; 7.23食草園 lex

KK; 8.24正門前 lexMY; 9.23武蔵野植物園 lexTK; 9.24武蔵野植物園（標識付） YK; 10.7 路傍植
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物園 lex;10.8 水生植物園 lex，サンショウウオの沢 lexMYO; 11.1 正門前 lex

本種は秋にタイアザミに吸蜜にくるものがよく見られる。今回は初夏から秋まで数個体が目撃され

た。また， 9月24日には武蔵野植物園で、標識付の個体が見つかった。この個体は， 2006年8月28日に

福島県北塩原村で標識され，放蝶されたものである。

オオウラギンスジヒョウモン Argyronomeruslana (Motschulsk.')') （チョウ目タテハチョウ科）

2006.8.1 イモリの池付近 TK

本種の記録は少なく ，これまでに1983年9月と1995年10月（久居 ・矢野，2001）および2001年6月

（久居， 2004）に記録されているにすぎない。

ミドリヒョウモン Argynnispaphia tsushimana Fruhstorfer （チョウ目タテハチョウ科） （図16)

2006.5.11 水生植物園 l♂ 6.30 水鳥の沼付近 lexTK 9.24水生植物園 lexTK

個体数は少ないが，ここ数年毎年水生植物園で見られる。

メスクすロヒョウモン Damara sagana Liane (Fruhstorfer) （チョウ目タテハチョウ科）

1982.6.15小鳥の森 1♀

記録がもれていた種である。本国職員の萩原氏が捕獲した個体が標本として残されている。

本園では1963年7月に 1回雌が目撃された以外はその後の記録はない（桜井ほか， 1972）。世田谷

区では1930年代に少ないが時々見られ， 1960年代までは記録されている（福田， 1988）。このほか，

都区内では江東区で1984年9月に 1個体目撃されている（J11嶋， 1984）が，最近の記録は少ない。

本種は平地～山地の樹林の周辺などに生息し，秋になると雌は山麓の市街地にも姿を見せる（福田

ほか， 1983）。

ツマグ、ロヒョウモン Argyreushyperbius (Linnaeus) （チョウ目タテハチョウ科）

2006.5.12正門前 MY,水生植物園 1♂； 5.17 正門前 l♂ MY;5.21正門前 1♂，水生植物園 l♀

KS;6.14水生植物園 l♂ YY;6.20水生植物園 1♂； 7.4正門前 1♀ MY;7.7 正門前 l♂， 7.19 水生

植物園 l♂；7.27 水生植物園 l♂ 1♀； 7.30 正門前 1♂； 8.10 正門前 l♂， 8.17 正門前 l♀； 9.15

食草園 l♂； 9.21 水生植物園 2♂ 2♀ MY;9.23水生植物園 l♂ l♀i9.24 水生植物園 1♂ l♀，

9.28 正門前 l♀，食草園 l♀，水生植物園 1♂ 1♀，教研跡地 1♂； 10.8 正門前 l♂，食草園 3♀，

水生植物園 l♂ l♀，教研跡地 2♂； 10.11水生植物園 2♂ l♀； 10.15水生植物園 2♂ 1-5?-;10.18食

草園 l♀ MY;11.4水生植物園 1♂

2003年以後は毎年見られ，年々増加する傾向がある。以前は水生植物園での目撃が多かったが，最

近はほぼ全域で見られるようになった。水生植物園や食草固などで産卵しているのが観察され，圏内

では普通積になりつつある。

ヒメアカタテハ 陥nessacardui (Linnaeus) （チョウ目タテハチョウ科） （図17)

2006.8.20 水生植物園 lexYK

毎年ではないがまれに見られる。
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アカタテハ 陥nessaindica (Herbst) （チョウ目タテハチョウ科）

2006.4.6 教育管理棟前 lex・6.29水生植物園 l♀ cs
個体数は少ないが毎年のように見られる。水生植物園や武蔵野植物閣のカラムシなどに幼虫の巣が

見つかることもある。6月29日の記録はメヤブマオに産卵しているが目撃されたものである。

ノレリタテハ Kaniska canace nojaponicum ( von Siebold) （チョウ目タテハチョウ科） （図18)

2006.4.22 水生植物園 lex;8.10 水生植物園 lexYY; 9.7 水生植物園 lexMY; 9.15武蔵野植物園

lexYK 

クロコノマチョウ Melanitおphedimaoitensis Matsumura （チョウ目ジャノメチョウ科）

2006.4.28 水生植物園付近 1♀ KS;5.5 水生植物園東側湿地 l♀； 10.26森の小道 lexKS 

今回は同一個体と考えられる秋型の雌が4月下旬と 5月上旬に見つかり，圏内で越冬し，繁殖して

いるのが示唆された。

コスカシパ 砂nanthedonhector (Butler) （チョウ目スカシパガ科） （図19)

2006.5.21 lex YK; 8.28 水鳥の沼付近 lexYK

本園ではスカシパガ類の記録は少なく，本種もまれに見られる程度である。成虫は年1回， 5～9

月に発生する。幼虫はサクラ類やウメなどの樹幹や主枝にもぐり，幼虫で越冬する。

シタキモモブ トスカシパ Melittia inouei Arita et Yata （チョウ目スカシパガ科） （図20)

2006.6.28 水生植物園 SI;6.30水生植物園 TKet SI; 7.7 水生楠物園 TK;7.23水生植物園 TK

有 田豊氏同定

本種は1999年に初めて記録された（大和田ほか， 2001）。その後は圏内で目撃されることは少なか

ったが，今回は6～7月に水生植物園で吸蜜する姿がよく見られた。

クワコ Bombyx mandarina (Moore) （チョウ目カイコガ科）

2006.6.24 建物跡地 KK

幼虫での記録である。圏内ではまれにヤマグワにつく幼虫が見られることがある。本種はカイコの

野生型と考えられ，カイコとの雑種が容易にできる（井上，1982；杉，1987）。国内での分布は北海

道～屋久島である。都区内で、は赤坂御用地や皇居でも見つかっている（大和田ほか， 2005, 2006）。

オオミズアオ Actiasartemis (Bremer et Grey) （チョウ目ヤママユガ科）

2006.6.2 教育管理棟裏 KK;6.6武蔵野植物園 KK

ヤママユガ科は本国で、これまでに6種が記録されている（国立科学博物館附属自然教育園，1984)

が，このうち現在も確実に見られるのは本種のみである。最近は若干増える傾向が見られる。

ヤママユガ科などの大型種が1980年代以後都心部で衰退している現象は，本園だけではなく目黒区

の林試の森公園など各地で見られるという（大和田ほか， 2000）。
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ウンモンスズメ Callambulyx tatarinoνii (Bremer et Grey) （チョウ目スズメガ科）

2006.6.17 正門前 lexMYO

羽化したばかりの個体が見つかった。

本種は本州・四国 ・九州に生息する普通種で，幼虫はケヤキにつくことが多い（中臣， 1987）。本

園にはケヤキが正門前や森の小道などに多く生育するが，本種が目撃されることは少ない。

スズメガ科も多くの種が見られなくなった一群で， 1952年の「昆虫目録」 （鶴田ほか， 1952）には

18種が記録されているが，1998年から2000年に行われた調査ではわずか3種が記録されたにすぎない

（大和田ほか， 2001）。

アケビコノハ Eudocima砂rannus(Guenee) （チョウ目ヤガ科） （図21)

2006.2.21 カワセミ池付近 lexMY; 8.14水鳥の沼付近（幼虫） YK.;9.3武蔵野植物園 lex

本種も少なくまれに見られる程度であるが，今回は上記の記録以外の情報もあり，比較的多くの個

体が見られた。食餌植物のアケビやミツバアケビ・ムベは圏内に多く生育し，幼虫も見つかっている。

フクラスズメ Arcte coerula (Guenee) （チョウ目ヤガ科） （図22,23)

2006.4.28水生植物園 lexKS; 8.11食草園（幼虫）

成虫の目撃例はこれまでに少ない。幼虫は食草園のカラムシや路傍植物園のヤブマオなどについて

いるのが時々見られる。食餌植物はイラクサ科であるが，まれにそれらに隣接するマルパウツギ（ユ

キノシタ科），カナムグラやクワ ・コウゾ（クワ科）などを食べる例が知られている（杉， 1982；山

本，1987）。筆者は圏内の路傍でタイアザミ（キク科）に幼虫が付いているのを見たことがある。

(2）そ の 他

メスジロハエトリ Phintella versicolor (C.K.Koch) （クモ目ハエトリグモ科）

2006.5.5 水生植物園 l♀

本種は2002年に初めて見つかった（久居， 2004）。本園では比較的少ない。

ジムグリ El.中 heconspicillata (Boie) （トカゲ目ナミヘビ科）

2006.9.24 インセクタリウム内 lex恥,iy

本園では時々見られる。

ヒパカリ Amphiesmaνibakari (Boie) （トカゲ目ナミへビ科）

2006.7.13あずまや付近 lexKK

2002年以後時々見られる。最近多少増えているようである。

タヌキ lゆ＇ctereutesproの1onoidesGray （ネコ目イヌ手斗）

2006.4.18水生植物園 KS;5.3 教研跡地 YO

本種については，本園を紹介した古い解説書（文部省科学教育局， 1949）にその記述が見られる。

しかし，その後は全く記録はなかったが，今回複数の目撃情報が本園職員や外部調査者などから寄せ
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られた。

この個体がどのような伍緯で圏内に侵入したかは不明であるが，かなり長期間にわたって圏内のい

たる所に？帯在したようすで，館跡では，本種のものと考えられる多くの体毛が採取された。

最近，東京の市部にハクピシンやタヌキなどが多く出没するといわれている（例えば， 2006年11月

29日付 朝日新聞朝刊の記事「ハクビシンなど目撃情報急増」など）。都内では千代田区の市街地で

2頭が捕獲され，さらに隣接する皇居内でも多くの目撃情報があり，また，糞分析によって本種が生

息する可能性が示唆された（Endoet al., 2000）。一方，赤坂御用地でも1990年代前半から本種が目撃

されはじめ，2003～2004年の調査では少なくても 3頭が生息している（手塚 ・遠藤， 2005）。
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図2.オオミノガの蓑 （2006.3.15撮影）

図4.産卵中のヤブヤンマ

(2006.6.14加藤武久撮影）

図3 飼育で羽化させたセミヤドリガ

（大和田守撮影）

図5 ハラピロトンボ （2006.7.14加藤武久撮影）

図6.チョウトンボ （2006.7.30神森芳行撮影） 図7 トノサマ／＼＇＇；） タ （2006.10.19神森芳行撮影）
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図8.ツマグロスケパ （2006.8.16神森芳行撮影）

図10. ジョロウグモに捕食されたナガサキアゲハの雌

(2006.9.28吉野由美子撮影）

図12.ムラサキシジミ （2006.9.24神森芳行撮影）

図9 交尾中のナガサキアゲハ

(2006.7.9神森芳行撮影）

図11. 最近激減したスジグロシロチョウ

(2006.6.25飯田晋一郎撮影）

図13. ミズイロオナガシジミ

(2006.6.7神森芳行撮影）
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図14. トラフシジミ （2006.8.3神森芳行撮影）

図16. ミドリヒョウモン

(2006.6.30加藤武久撮影）

図18.ルリタテハ （2006.9.15神森芳行撮影）

図15. 標識を付けたアサギマダラ

(2006.9.24神森芳行撮影）

図17.ヒメアカタテハ （2006.8.20神森芳行撮影）

図19.コスカシパ （2006.8.28神森芳行撮影）
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図20. シタキモモブトスカシパ

(2006.7.7加藤武久撮影）

図22.カラムシに付くフクラスズメの幼虫

(2006.8.11撮影）
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図21. アケビコノハの幼虫

(2006.8.14神森芳行撮影）

図23.タイアザミに付いていたフクラスズメの幼虫

(1998.5.14撮影）


